
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

営繕工事 図面の文字・線種・レイヤ基準 

(建築編・建築設備編) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井県土木部営繕課 

平成 19 年 3 月 



一般事項

（A）補助線は他CAD変換時に他の線種になる場合があるので、0-0レイヤにまとめるか、変換前に削除する。

他CAD変換時の注意
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任意サイズ任意サイズ任意サイズ （赤） 5.0*5.0*0.0 県立病院関連施設 注釈・修正文字

意匠図（平面図）参考図

構造図（伏図）参考図

柱：0-2 サッシ：0-5

手摺躯体：0-C

手摺金物：0-6

衛生陶器：0-7

扉：0-5

壁仕上：0-4

中空セメント版壁：0-3

室名文字：0-9

符号：0-9

躯体壁：0-2

寸法線・値：0-8

通り芯：0-1

家具類：0-E

植込縁：0-C

基礎：1-4

寸法線：1-8

スロープ：1-C

構造スリット：1-9
△内のハッチ：1-F

通り芯：1-1

地中梁：1-4

床高さハッチ：1-F

符号：1-9

符号：1-9

図面枠（太線）：F-1

図面枠（中線）：F-2 固定文字：F-9 記入文字：F-A

＜構造図：1グループ＞

＜意匠図：0グループ＞ レイヤ基準 JW-CAD（DOS版：jwc　　WIN版：jww）

線色・線種の基準

（1）線色は画面背景黒色を標準として、太線：黄色、細線：青色、他の色は一般サイズの線とする。（背景白色の場合は、黄色と青色が逆）

青色（色番6）：目地、ハッチ、備品　ーーー細線

紫色（色番5）：金属類

黄色（色番4）：躯体断面、図面枠　　ーーー太線

緑色（色番3）：設備、固定家具

白色（色番2）：仕上、標準文字

水色（色番1）：躯体姿、下地

（2）同じレイヤに複数の線色または線種を混在させない。ただし、同レイヤの線が同色同線種になっても問題ない場合は許容する。

（3）線色の使い分けはレイヤ基準表に従い、レイヤ区分と連動させる。（線色のイメージは下記を参考）

その他の色　 ：指定なし

レイヤ全体

16グループX16個
＝256個のレイヤ

作成：2004年 9月30日

レイヤ

E-0～E-F（16個）

作図G（S=1/自由）

レイヤ

0-0～0-F（16個）

（レイヤ）グループ

作図G（S=1/自由）

レイヤ

F-0～F-F（16個）

図面枠（S=1/1）

0グループ

Eグループ

Fグループ

０ ８ 寸　法

１

５

６

７

補助線

通り芯

建　具

設備品

２

３

４

躯　体

段仕上

９ 文　字

Ａ

Ｂ

書　込

（下地）

Ｃ （仕上）

Ｄ （建具）

Ｅ 雑線２

Ｆ

通り芯

構造図意匠図 構造図意匠図

通り芯

建　具

仕上線

躯体断面

金物類

設備

衛生陶器

躯体断面

躯体伏線

鉄筋1

鉄骨1

鉄骨2

鉄筋2

寸法線

寸法値

室名

符号

書込文字

引出線

文字

符号

建具2

補助線補助線

躯体他

リスト枠（鉄骨）

RC,木 RC,木

（鉄骨）

白

白

白

黄

線　種 線　色
（A1出力時）

白

黄

紫

水

緑

青

紫

１

９

６

１

１

１

１

１

１

（補助線）

（一点鎖２）

線　種

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

４

６

２

５

４

５

１

５

３

線幅（mm）
線　色

（A1出力時）
線幅（mm）

線種は実線を標準とし、破線や鎖線など必要に応じて使用する。

寸法線

寸法値

下地2

ボード

段線

ハッチ ハッチ ハッチ
目地

紫

１

１

色自由

色自由

色自由

色自由

色自由

色自由

階段線

固定家具

間下地

雑線1

LGS
ALC、CB

間仕切
下地

備品

仕上2

見掛り線見掛り線

0.40

0.20

0.20

0.20

0.20

0.20

0.20

0.20

0.20

0.20

0.40

レイヤ基準（線のレイヤ、線色、線種の区分）

レイヤ

番号

レイヤ

番号

（紫）

（黄）

（緑）

　任意サイズ

　任意サイズ

　任意サイズ

　任意サイズ

（白）

　文字種１０ （黄）

（黄）　文字種９

　文字種８ （黄）

　文字種７

　文字種１

　文字種２

　文字種３

（白）　文字種４

（緑）　文字種５

（緑）　文字種６

（白）

（水）

（白）

（黄）

jwwの場合

jwcの場合は使用固定

使用固定（変更不可）　

　図面枠文字に使用　

下記４文字に固定

　図面枠文字に使用　

文字の基準

2.8*2.8*0.1

5.0*5.0*0.3

6.0*6.0*0.3

3.5*3.5*0.2

2.5*2.5*0.0

3.0*3.0*0.0

3.5*3.5*0.0

4.0*4.0*0.0

5.0*5.0*0.0

6.0*6.0*0.0

7.0*7.0*0.0

8.0*8.0*0.0

9.0*9.0*0.0

10.0*10.0*0.0

横*縦*間隔（mm）

文字・符号

図面名称

寸法・文字

小文字（自由寸法）

自由寸法（大）

自由寸法（大）

自由寸法（特大）

設計事務所・営繕課名

工事名称・分類番号

縮尺他

工事枠内の小文字

レイヤ基準図
縮 尺

図面番号

図面名称

工事名称

設 計１級建築士事務所　福井県（い）001号

管理建築士　一級建築士　第200508号　福井太郎

分
類
番
号

第一分類 第二分類 第三分類  
審
　
査
 

年 度 別

1:200

１７

１７年　８月

構造－16
４ ２ ５

福 井 県 土 木 部 営 繕 課 福井県□□建築設計事務所

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　　建築工事
営繕工事 図面の文字・線種・レイヤ基準（建築編）

レイヤ レイヤ
要素名 要素名

（1）文体はMSゴシックを原則

（2）基本サイズの文字は白色

（3）半角かな文字は使用しない

は使用しない

（B）同じレイヤに線色・線種を混在させた場合、単色・単線種に変化する場合がある。

（8）必要のない非表示（レイヤ）のデータは削除する。

（7）作図作業終了後は、1つの図面は1つのファイルにする。（複数の図面を1つのファイルに入れておかない。）

（6）図面枠はFグループに固定して、縮尺は1/1で記入する。

（5）縮尺の異なる図面は、別グループとする。

（4）複雑な図面でレイヤ不足する場合、同じ集団（例：平面図、外構）毎にまとめグループ分けする。

（3）通常の設計図は１グループ内（16レイヤ）でのレイヤ区分を原則とする。（下記、レイヤ基準表参照）

（1）本基準のレイヤ表記は、（レイヤグループ番号）-（レイヤ番号）とする。例：0-0

使用可能文字　

（4）機種依存文字(㍍,㈱など）

修正：2007年 5月 7日

（2）レイヤ名は、（レイヤ表記）+（レイヤ要素名）とする。例：0-1通り芯

0.10



設 計

女子便所
（２）

便所前室(2)

男子便所
（２）

PS

便所前室(2)EPS
SK

6,000

5

R

D

8,100

21

D

C

8,
3
25

21

8,100

D

C

8,
3
25事務室 更衣

湯沸

湯沸

倉庫
（１）

EA
EA

OA OA

Ｌ

ＳＬ

４

２Ｃ
２.０

２.０

２.０

２.０
４

２.０

Ｈ－５５４×３

事務室 湯沸 更衣 倉庫

Ｆ－３２１×２

Ｄ－３２１×２

Ｃ－２７１×１

Ｅ－２０１×１

Ａ－３３２×６ Ａ－３２１×４

Ｃ－１８１×４

２
２

２

１ ２１ＬＭ－１

センター長室 男子 女子便所 身障用ＷＣ

　フル２線リモコンスイッチ　列盤に組込みとする。

　ＥＭ－ＣＥＥ－Ｓ１.２５ﾛ－２Ｃ　×２（ラック）

Ｌ

Ｓ

Ｓ

Ｓ Ｓ

Ｓ

ＬＡＳ

Ｍ

Ｍ
Ｓ

ＭＭ

２０Ｒ
ＳＬ

ET

WPE

2

AD

AC

FD 100×3

150φ 150φ

150φ 150φ

FD 150×2

A.25

B
25

32.B

A.25

25.A

A.25

ＰＡＣ

５－１ＩＮ

５－１

ＰＡＣ

ＩＮ

ＨＡＥ ＨＡＥ ＶＦ ＶＦ ＶＦ
２ ２ ２ １ １ＩＮ ＩＮ５－１

ＰＡＣ
５－１
ＰＡＣ

COA 100 COA 100 COA 65

掃除口兼用ドレン 50 50

25

20
100

100

50
20

20

20

50 50

100

100

25

20

100

25

30
65

40

25

50

25

100

100

50

50

20

20

65
40

50

50

20

50

40

100
40

40

100
65

20

5050 50

COA 100

COA 65

65
50

40 65

20

40

50

30
5030

30
20

40

100

50.75

25 40

20

GV 50

COA 50

COA 50

50

掃除口兼用ドレン 50

100

作成：2005年 2月25日

レイヤ

F-0～F-F（16個）

レイヤ

レイヤ

E-0～E-F（16個）

レイヤ

D-0～D-F（16個）

0-0～0-F（16個）

レイヤ

A-0～A-F（16個）

一般事項

16グループX16個
＝256個のレイヤ

レイヤ全体

他CAD変換時の注意

０

１

５

６

７

２

３

４

文字の基準

線　種 線　色 （A1出力時）
線幅（mm）レイヤ

番号

線種は実線を標準とし、破線や鎖線など必要に応じて使用する。

電気図 空調図

８

９

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

９ 色自由
（補助線）

線　種 線　色 （A1出力時）
線幅（mm）電気図 空調図 衛生図衛生図

黄 ４ 0.40１
配管(他)

１ 白 0.20２

黄 ４ 0.40１

紫１

黄 ４ 0.40

５

１ 黄 ４ 0.40

１ 紫 ５

１ 黄 0.40４

緑１ ３ 0.30

機器･器具

縦管 縦管 縦管

蒸気管

配管(他)

補助線 補助線 補助線

機器･器具

冷媒管 給水管配線

ドレン管

排水管

通気管

給湯管

ガス管

消火管

油　管

冷却水管

冷温水管

ダクト(複)

ダクト(単)

＜建築図：０グループ＞

０ 建築図 水１ １

１ 水

２

３

番号
線　種 線　色 （A1出力時）

線幅（mm）

Ｆ

指定なし

１

建築文字

寸法 １

～

レイヤ基準（線のレイヤ、線色、線種の区分）

緑１ ３ 0.30

黄 ４ 0.40１

黄 ４ 0.40

１ 白 ２ 0.20引出線

文字

引出線 引出線

文字

白

４ 0.40１ 黄 緑 ３１ 0.30

シンボル シンボルシンボル

表他表他 表他

黄 ４ 0.40１

黄 ４ 0.40

緑 ３ 0.30ハッチ ハッチ ハッチ

　文字種１ 小文字（自由寸法）2.5*2.5*0.0

機器記号 機器記号機器記号 １ 白 0.20２

黄 ４ 0.40文字 文字文字

１

自　　　由

2点1

（レイヤ）グループ

0グループ

建築G（S=1/自由）

（レイヤ）グループ

Aグループ

作図G（S=1/自由）

Dグループ

Eグループ

作図G（S=1/自由）

特記G（S=1/自由）

Fグループ

図面枠（S=1/1）

横*縦*間隔（mm）

レイヤ基準 JW-CAD（DOS版：jwc　　WIN版：jww）

番号
レイヤ

（緑）3

0.10

0.10

0.10

ＥＶ

男子便所女子便所

事務室

湯沸

更衣

倉庫(1)

倉庫
（１）

電気図（平面図）参考図

水色（色番1）：建築図

白色（色番2）：引出線・書込文字

緑色（色番3）：シンボル、乗数

黄色（色番4）：配線

その他の色　 ：指定なし

空調図（平面図）参考図

水色（色番1）：建築図

白色（色番2）：引出線・書込文字

緑色（色番3）：機器、シンボル、ダクト(ダブル)

黄色（色番4）：配管

紫色（色番5）：ダクト(シングル)

その他の色　 ：指定なし

衛生図（平面図）参考図

水色（色番1）：建築図

白色（色番2）：引出線・書込文字

緑色（色番3）：機器、シンボル

黄色（色番4）：給水、給湯、ガス、通気、消火管

紫色（色番5）：排水管

その他の色　 ：指定なし

＜電気図：Ａ・Ｄグループ＞ ＜空調図：Ｂ・Ｄグループ＞ ＜給排水図：Ｃ・Ｄグループ＞

サイズ･文字

２

条数

2P15A×1+ET

2P15A×1+ET

2P15A×2

分電盤表による。分電盤

"２"は２個口

名　称 ・ 規　格

防火区画貫通処理材

コンセント

コンセント

防水コンセント

エアーカーテン用電源

自動ドア用電源

新 設 凡 例

記　号

点２

点３

　文字種２ 3.0*3.0*0.0 寸法・文字（黄）4

　文字種３ 文字・符号3.5*3.5*0.0（黄）4

　文字種４ 図面名称4.0*4.0*0.0（黄）4

　文字種５ 自由寸法（大）5.0*5.0*0.0（緑）3

　文字種６ 自由寸法（大）6.0*6.0*0.0（緑）3

　文字種７ 7.0*7.0*0.0（青）6

　文字種８

自由寸法（特大）

8.0*8.0*0.0（青）6

　文字種９ 9.0*9.0*0.0（青）6

　文字種１０ 10.0*10.0*0.0（青）6

jwcの場合は使用固定

　図面枠文字に使用　

下記４文字に固定

2.8*2.8*0.1

5.0*5.0*0.3

6.0*6.0*0.3

　任意サイズ

　任意サイズ

　任意サイズ

　任意サイズ

3.5*3.5*0.2
jwwの場合

使用固定（変更不可）　

設計事務所・営繕課名

工事名称・分類番号

縮尺他

工事枠内の小文字

　図面枠文字に使用　

（緑）3

（黄）4

（白）2

（紫）5

　任意サイズ （赤）8 5.0*5.0*0.0

建築図：0-0

機器記号：B-B

機器：B-1

建築文字：0-2

シンボル：B-D(線色自由)

建築寸法：0-1

図面枠（太線）：F-1

引出線･サイズ･文字：C-A

シンボル：C-D(線色自由)

図面枠（中線）：F-2 記入文字：F-A

乗数：A-5

建築図：0-0

引出線：A-A
文字：A-A

機器：A-1

配線：A-2

表・他：A-E

建築図：0-0

機器記号：B-B

機器：B-1

冷媒管：B-2

ドレン管：B-3

引出線･文字：B-A ダクト(単)：B-7

引出線･文字：B-A

建築文字：0-2

寸法：0-1

建築図：0-0

給水管：C-2

排水管：C-3通気管：C-4
建築文字：0-2

建築寸法：0-1

レイヤ基準図

固定文字：F-9

0.60

0.60

＜電気図：Ａ・Ｄグループ＞

＜空調図：Ｂ・Ｄグループ＞

＜衛生図：Ｃ・Ｄグループ＞

機器記号：A-B

機器記号：A-B 注釈・修正文字

年 度 別

分
類
番
号

第一分類 第二分類 第三分類  
審
　
査
 

１級建築士事務所　福井県（い）001号

管理建築士　一級建築士　第12345号　福井太郎

図面名称

工事名称

縮 尺

図面番号

1:100４
設備－16

福井県○○設備設計事務所福 井 県 土 木 部 営 繕 課
１７

年度別　分類番号　審査　設計　工事名称　図面名称　縮尺　図面番号

（縮尺）1：200

福井県土木部営繕課　○○事務所

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　12345　abc

県立教育文化施設　設備工事

県立教育文化施設　設備工事

６ ８１７年　８月

機器

使用可能文字　

レ

イ

ヤ

要

素

名

レ

イ

ヤ

要

素

名

（A）補助線は他CAD変換時に他の線種になる場合があるので、0-0レイヤにまとめるか、変換前に削除する。

（B）同じレイヤに線色・線種を混在させた場合、単色・単線種に変化する場合がある。

線色・線種の基準

（1）線色は画面背景黒色を標準として、太線：紫色、細線：水色、他の色は一般サイズの線とする。（背景白色の場合も同様）

（2）同じレイヤに複数の線色または線種を混在させない。ただし、同レイヤの線が同色同線種になっても問題ない場合は許容する。

（3）線色の使い分けはレイヤ基準表に従い、レイヤ区分と連動させる。（線色のイメージは下記を参考）

（1）本基準のレイヤ表記は、（レイヤグループ番号）-（レイヤ番号）とする。例：0-0

（3）通常の設計図は１グループ内（16レイヤ）でのレイヤ区分を原則とする。（下記、レイヤ基準表参照）

（4）複雑な図面でレイヤ不足する場合、同じ集団（例：平面図、外構）毎にまとめグループ分けする。

（5）縮尺の異なる図面は、別グループとする。

（6）図面枠はFグループに固定して、縮尺は1/1で記入する。

（7）作図作業終了後は、1つの図面は1つのファイルにする。（複数の図面を1つのファイルに入れておかない。）

（8）必要のない非表示（レイヤ）のデータは削除する。

（9）Ａ・Ｂ・Ｃグループを使用　Ｄは予備グループとする。

（1）文体はMSゴシックを原則

（2）基本サイズの文字は黄色

（3）半角かな文字は使用しない

（4）機種依存文字(㍍,㈱など）

は使用しない

（5）図中建築文字は任意サイズとする

修正：2007年 5月 7日

（2）レイヤ名は、（レイヤ表記）+（レイヤ要素名）とする。例：A-1器具・機器

レイヤ レイヤ
要素名

営繕工事 図面の文字・線種・レイヤ基準（建築設備編）
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